
 

第 52 回日本動脈硬化学会総会・学術集会を終えて 

  
 

 
第 52 回日本動脈硬化学会は『「人は血管とともに老いる」からの脱却～動脈

硬化予防から健康長寿へ～』というテーマで 2020年 7月 17日（金）、18日（土）

に名古屋国際会議場にて開催をする予定で準備を進めてきました。しかし、2019

年末に中国武漢からの報告以降、新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19）

の世界的な流行により、5月の連休明けに参加型の開催を断念し、急遽 Webでの

開催に変更せざるを得ませんでした。この伝統ある本総会ならびに学術集会の

東海地区での開催は 2010 年に横山信治先生が岐阜で開催されてから丁度 10 年

ぶりになり、名古屋での開催は 1982 年に私の父親の葛谷文男が、また 1995 年

に名古屋市立大学の藤浪隆夫先生が会頭をお務めになり、25 年ぶりの開催にな

り、皆様に名古屋にお越しいただくことを楽しみにしておりましたが、このよう

な事態になり大変残念でした。 

また、多くの先生方に大会方式の変更により多大なご不便、ご迷惑をおかけし

たことに対して、改めてお詫び申し上げます。特にこの COVID-19 流行のおり、

研究もままならない状況の中、演題の発表準備等大変なご苦労があったと思い

ます。すべての参加いただいた先生方、また学会事務局の方々に感謝申し上げま

す。 

 

 

 
WEB 開催画面 



何せ、web開催という形は初めてであり、開催までの 2カ月はその準備に右往

左往いたしました。このような事態ではありましたが、当初の企画のうち、

KSoLA-JAS Joint Symposium だけがキャンセルとなりましたが、その他の企画

（21のシンポジウム、２の明日へのシンポジウム、2つの学会企画、2つの合同

シンポジウム、診療技術向上セミナー、高血圧・循環器病予防療養指導セミナー、

APSAVD-IAS – JAS Joint Symposium、3つのメディカルスタッフセッション、12

の共催セミナー、2つの市民公開講座）の全てを開催することが出来ました。一

般演題は 35 演題取り下げがありましたが、146 演題を発表していただくことが

出来ました。また丁度 1400名に参加をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回、海外招待講演さらに Shimamoto Takio Memorial Lecture として長年私

と協働研究をしてきた中国 Yanbian Universityの Xian Wu Cheng教授、Brigham 

and Women’s Hospital and Harvard Medical School の Guo-Ping Shi教授にご

講演をいただきました。二人ともプロテアーゼ、特に Cathepsinの心血管病に関

連する研究の第一人者であり、興味深いお話をしていただきました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

また特別講演は中部大学応用生物学の横山信治先生と名古屋大学循環器内科

の室原豊明先生にお願いいたしました。横山先生には先生のライフワークであ

る HDL のお話、また室原先生には現在進行中でもある脂肪組織由来間葉系幹細

胞の移植による下肢の血管再生療法について興味深いお話をいただきました。 

Xian Wu Cheng 先生 Guo-Ping Shi 先生 

横山信治先生 室原豊明先生 



市民公開講座は二つ、第一部が「長寿の達人をめざす～血管を若返らす～」、

第二部は「新型コロナウイルスに立ち向かう～動脈硬化学会からのメッセージ

～」を配信いたしました。Web開催という事で大変多くの一般の方々にご視聴い

ただくことができ、web開催の強みを認識いたしました。 

日本動脈硬化学会の各種受賞に関して、第 37回大島賞は江草玄士クリニック

の江草玄士先生、第 15回五島雄一郎賞には金沢大学の多田隼人先生、そして第

21 回日本動脈硬化学会賞には日本女子大学の丸山千寿子先生が受賞されました。

また第 28回若手研究者奨励賞は残念ながら今回最優秀賞はありませんでしたが、

佐賀大学の田中敦史先生（無症候性高尿酸血症におけるフェブキソスタットの

頸動脈内膜中膜複合体厚に対する効果の検証：多施設共同ランダム化比較試験

（PRIZE））、自治医科大学の山﨑久隆先生（動脈硬化形成におけるマクロファー

ジのコレステロールエステルの生成と水解の意義）が奨励賞を受賞されました。

今回は授賞式が行えず大変残念でしたが、おめでとうございます。 

今となれば、こうすればよかったと反省点も多々ありますが、参加者の方に行

ったアンケートでは大変評価が高かったことに驚くとともに、今後の学術集会

の在り方に関しても考えさせられる会でした。 

最後になりましたが、参加いただいた全ての皆様に感謝申し上げるとともに、

今後の当学会の益々の発展を祈願して御礼とさせていただきます。 
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